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ＩＬＯの推計によれば世界全体で年 230万人の死亡者と世
界全体の国内総生産（ＧＤＰ）の４％に相当する経済損失につ
ながる業務関連の事故及び疾病の深刻な結果を認識し、

労働安全衛生の向上は労働条件、生産性、経済・社会開発に
プラスの影響を与えることを認識し、

安全かつ健康的な作業環境を享受する権利は基本的人権と
して認識されるべきであり、すべての働く人々に安全と健康を
確保するためにグローバル化は予防措置と手を携えて進む必
要があることを想起し、

労働安全衛生に関する国際労働機関（ＩＬＯ）の文書の重要
性並びにこれらの文書の実行におけるＩＳＳＡの大いなる役割
及びその加盟組織の貢献を認識し、

労働安全衛生の促進並びに業務上の事故及び疾病の予防
は、ＩＬＯの創設以来の使命及び「ディーセント・ワーク（働きが

いのある人間らしい仕事）をすべての人へ」というディーセント・
ワーク課題の中核的な要素であることを想起し、

職業上のリスクの予防と労働者の健康の促進はＩＳＳＡの使
命及びその「ダイナミックな社会保障の概念的枠組み」の本質
的な部分を構成することを想起し、

予防及び予防措置の促進に関する教育、訓練、協議並びに情
報及び好実践事例の交換の重要性を認識し、

予防の促進並びに治療、支援、リハビリテーションの諸業務の
提供における政府と社会的パートナー、安全衛生専門団体、
社会保障機関の果たす重要な役割を認識し、

国際機関・組織間の協力の重要性を認識し、

労働安全衛生の向上に向けた国内外の努力を通じて達成さ
れた進歩を歓迎し、

安全衛生サミットは

国際労働事務局、国際社会保障協会（ＩＳＳＡ）、韓国産業安全衛生公団（ＫＯＳＨＡ）の共催 する第 18回世界労
働安全衛生会議の際に、上級専門家、労使代表、社会保障分野の代表、政策関係者、行政官の出席を得て、2008 
年６月29日に韓国・ソウル市で会合し、 



以下を宣言する。

1. 高い水準の労働安全衛生の推進は社会全体の責任であり、労働安全衛生が国の政策課題の優先事項となるよう確保し、
国の予防的安全衛生文化を構築し維持することによって、社会のすべての構成員がこの目標の達成に寄与すべきこと。

2. 国の予防的安全衛生文化とは、安全かつ健康的な作業環境についての権利がすべての段階において尊重され、一定の権
利、責任及び義務に関する制度を通じて政府、使用者及び労働者が安全かつ健康的な作業環境の確保に積極的に参加し、
並びに予防の原則が最優先される文化をいうこと。

3. 1981 年の職業上の安全及び健康に関する条約（第155号）第２部の原則を考慮に入れた国の政 策の策定を含む、労働安
全衛生におけるマネジメント・システム・アプローチによって労働安全衛生の継続的な向上を促進すべきこと。

4. 政府は以下を行うべきこと。 

• 国の労働安全衛生事情を体系的な形で改善していく手段として、まず優先的にＩＬＯの 2006年の職業上の安全及び健
康促進枠組条約（第 187号）を、そしてそれ以外の労働安全衛生に関するＩＬＯ諸条約の批准を検討し、これらの規定の
実行を確保すること。

• 国の予防的安全衛生文化が形成され、高められるよう継続的な行動を確保すること。

• 強力かつ実効性ある労働監督制度を含む、安全衛生基準執行のための十分かつ適切な仕組みを通じて、労働者の職業
上の安全と健康が保護されるよう確保すること。

5. 使用者は以下を確保すべきこと。 

• 職場における高い安全衛生基準と良好な事業成績は手を携えて進むものであるため、予防を企業活動の一体的な部分
とすること。

• 職場の安全衛生向上に向けて、実効性のある形で労働安全衛生マネジメントシステムを確立すること。

• 職場における労働者の安全と健康に係わるあらゆる方策について、労働者及び労働者代表と協議し、これらの者に訓練
を提供し、情報を伝え、関与させること。

6 安全かつ健康的な作業環境を享受する労働者の権利を確認するものとして、労働者は安全及び 健康に関する事項について
協議を受け、以下を行うべきこと。

• 個人保護具の利用に関するものを含み、安全及び健康に係わる指示及び手順に従うこと。

• 安全衛生研修や啓発活動に参加すること。

• 職場における自分たちの安全と健康に係わる措置において使用者に協力すること。

7 世界労働安全衛生会議は、安全で健康的かつ生産的な職場の達成における知識と経験を共有す る理想的な討議の場であ
ること。

8. 2011 年に開かれる第19回世界労働安全衛生会議の際に、職場における安全と健康の達成に関 してなされた進歩を点検
すべきこと。

9. 本サミット参加者は、労働安全衛生を国の政策課題の上位に位置させ、予防的安全衛生文化を 率先して促進していくことを
約束すること。
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